
間接排水用排水クロスの取りはずし方

直接排水用部品の取り付け方

プッシュ式排水栓 直接排水用部品 PBF-4AB、PBF-4CPB

排水方向
名　　称

数　　量

形　　状

PBF-4AB（たて引き）
排水クロス

1

チューブバンド

1

PBF-4CPB（横引き）
排水クロス

1

プラグ

1

チューブバンド

1

●直接排水用部品表

排水方向 

プラグ 

横引き排水クロス 

●横引きの場合、排水方向の逆側をプラグにシールテープを
巻き、ふさいでください。

1 密閉栓を上に引き、取
りはずします。次にア
タッチメントを引き上
げ、排水口本体から取
りはずします。

2 アタッチメントの下の
ツメを開き、押し出す
ようにしてレリース先
端を取りはずします。

●アタッチメントとレリースが
固定されている状態で無理
に引き上げると、レリース
がキズつく恐れがあります。

●工具を使用する際には、工具
先端部にテープ等の保護を
付けてください。

●レリースを無理に引っ張り過
ぎないこと。レリースが伸
びたり破断して、作動不良
の原因になります。

3 押ボタンにテープを貼
る等して、押ボタンを
上に引き上げはずしま
す。

密閉栓 

排水口本体 

アタッチメント 

レリース 

テープ等で 
保護する 

アタッチメント 

レリース 

6 浴槽内側より排水口本
体を回し、排水口裏面
の間接排水用排水クロ
スを取りはずします。

●スリップワッシャーは
使用しますので紛失し
ないようにしてくださ
い。
また、防水ゴムパッキ
ンをキズつけないよう
ご注意ください。

スリップワッシャー 

防水ゴムパッキン 

排水口本体 

4 押ボタン側よりレリー
スを引き抜きます。

レリース 

押ボタン 
ガイド 

押ボタン 

押ボタン 
ガイド 

テープ 

5 排水口裏面のチューブ
グリップをゆるめ、ガ
イドチューブを引き抜
きます。

防水ゴムパッキン 

ガイド 
チューブ 

間接用排水クロス 

チューブクリップ 

1 排水口裏面に直接排水用クロスを取
り付け、浴槽内側よりトルクレンチ
を使用して15～21N・mでしっか
りと締め付けます。この時防水ゴム
パッキンは排水クロス上部のヒダ部
分をつつみ込むように入れます。
ガイドチューブ差し込み口が必ず押
ボタン側になるよう取り付けます。

●防水のため浴槽と防水ゴムパッキン回りはシリコンシーリングをしてください。
●排水口金具のねじ部にはシリコンを絶対に塗布しないこと。
※シリコンを塗布すると滑らかになり同じトルクでも過度に締付けが加わり、
排水口金具が割れることがあります。

ガイドチューブ 
差し込み口 

防水ゴム 
パッキン 

直接排水用 
排水クロス 

取付説明書 

5 アタッチメントを排水口本体に取り付けま
す。

●アタッチメントの8か所のツメを排水口の溝
に合わせて「カチッ」と音がするまで確実
にはめ込む。
※奥まではめ込まれていないと隙間が発生
し、漏水の原因になります。

●はめ込み後、アタッチメントを軽く引っ張
り、簡単に外れないことを確認する。

●アタッチメント取付後は、絶対に排水口本
体を回さないでください。

＜アタッチメント＞ ＜排水口＞ 

ツメ 
(8か所)

溝 
(8か所)

排水栓（密閉栓） 

排水コア 

排水口 

アタッチメント 

押ボタンを押ボタンガイドに差し込み固定
します。又、密閉栓をアタッチメントに取
り付けます。

7 押ボタンを3～4回くりかえし押し、密閉栓
がスムーズに開閉することを確認してくだ
さい。

●排水栓（密閉栓）はレリース先端の軸に
「カチッ」と音がするまで確実にはめ込む。
※奥まではめ込まれていないと排水栓（密閉
栓）が閉まりきらず漏水の原因になります。
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PPB-0062（13044）

商品・取付方法についてのお問合わせは、お客さま相談センターへ　 
ナビダイヤル　10570-017-173 
受付時間  平日　9：00～18：00　　土日・祝日　9：00～17：00 
 （ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く） 

3

2

4

レリースを押ボタンガイド上側より差し込み、レリース先端を排水口金
具より取り上げます。

ガイドチューブをガイドチューブ差
し込み口にしっかり差し込み、チュ
ーブバンドで固定します。

チューブ 
バンド 

防水ゴム 
パッキン 

直接排水用 
排水クロス 

レリース 

押ボタン 
ガイド 

レリース先端部 

排水口本体 

レリース 

レリース先端部をアタッチメントに挿入し、終端部のツメで「カチッ」
とはまるまで差し込みます。

アタッチメント 

レリース 

※引っ張り 
　過ぎないこと 

※はめ込み状態を 
　確認すること 

●先端部をキズつける恐れがあるた
め、工具（ラジオペンチ等）は使用
しないでください。

●レリースは「カチッ」と音がするま
で確実に押ボタンガイドに差し込
む。（差し込めない場合は無理に押
し込まずに回転させる。）

回転 

ボタンガイド 

レリース 


